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研究成果の概要（和文）：　環境関連物質の高性能分離分析手法構築を目指し，主にキャピラリー高速液体クロ
マトグラフィー (cHPLC) を利用して，モデル試料の高効率・高選択的分離のための基礎研究を行った。本研究
では，官能基間距離固定化分子インプリント法による新規ポリマー分離媒体の作製およびナノ炭素材料固定化分
離媒体の作製を行い，それぞれcHPLCの固定相として種々の環境関連物質分析へ適用し，従来にない高選択的高
性能分離が可能であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：To develop high performance analytical separation techniques for 
environmental analysis, fundamental studies on highly efficient and selective separation of model 
compounds were carried out mainly using capillary high performance liquid chromatography (cHPLC). In
 these studies, novel polymer separation media as well as nano-carbon material immobilized 
separation media were prepared. The prepared media were then applied to a stationary phase of cHPLC 
for the environmental analyses, where the possibility of highly selective and high performance 
separation was successfully demonstrated.

研究分野：分析化学
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１．研究開始当初の背景 
 人工的に分子認識能を獲得する手法とし
ては，分子インプリント法と呼ばれるいわゆ
る分子鋳型法が古くから研究されてきた。特
に申請者らは，イオン性官能基の距離認識に
着目し，官能基間距離認識に基づく選択的な
分子認識について検討を行ってきた。すなわ
ち有機溶媒に不溶な鋳型分子と同じくイオ
ン性の機能性モノマーを用いて，イオン結合
型錯体を合成し，架橋高分子表面で反応させ
ることにより特定の官能基を距離選択的に
固定化することを可能とした。 
 また，ナノ炭素材料の固定相基材への固定
化法として，光／熱活性基であるペルフルオ
ロフェニルアジド (PFPA) を用いた種々の
手法開発と応用について研究を進め，C60フ
ラーレンを安定的にシリカ等の基材表面に
固定化することに成功している。 
 本申請課題研究は，クロマトグラフィーに
よる環境関連物質分析をより高性能化する
ため，主にキャピラリー高速液体クロマトグ
ラフィー (cHPLC) を基盤手法として用い，
特定の物質を高効率・高選択的に分離分析す
る新たなシステムの構築を実現するための
基礎研究を行うものである。これまで，環境
分析に特化した cHPLC の構築を新規分離媒
体の作製という概念から試みた例はほとん
どなく，本研究は他に類を見ない先導的研究
である。 
 
２．研究の目的 
 分子インプリント法によって合成した高
選択性分離剤や，ナノ炭素材料を用いる特異
的相互作用を誘起する分離剤を用いるクロ
マトグラフィーによって，環境汚染物質など
環境関連物質の高性能分離分析手法を構築
することを目指した。分子インプリント法で
は官能基間距離固定化法によって調製する
ポリマー分離剤を固定相に，またナノ炭素材
料ではフラーレン等で修飾したポリマーモ
ノリスおよびシリカモノリスを固定相に用
い，主に cHPLC による高性能分離分析シス
テムの構築を図った。 
 
３．研究の方法 
 ミクロスケール液相分離，すなわち cHPLC 
及びミクロスケール電気泳動 （キャピラリ
ー電気泳動及びマイクロチップ電気泳動）に
よる環境関連物質の高選択的分離システム
の構築を行うため，分子認識を基礎とする新
規分離剤の創製を行った。官能基間距離固定
化法に基づく分子インプリント法による新
規分離媒体の創製と，ナノ炭素材料を修飾し
たシリカまたはポリマー分離剤の創製を目
指し，種々のミクロスケー液相分離技術によ
る高性能分離システムの構築を企図し研究
を遂行した。 
 
４．研究成果 
 環境関連物質の高性能分離分析手法構築

を目指し，主に cHPLC を利用して，モデル
試料の高効率・高選択的分離のための基礎研
究を行った。本研究では，官能基間距離固定
化分子インプリント法による新規ポリマー
分離媒体の作製およびナノ炭素材料固定化
分離媒体の作製を行い，それぞれ cHPLC の
固定相として種々の環境関連物質分析へ適
用し，従来にない高選択的高性能分離の可能
性を探った。 
 
(1) 従来の分子インプリント法では，水溶性
化合物への適用が困難であることがその欠
点として指摘されてきた。そこで，申請者ら
が開発した官能基間距離認識に基づく選択
的な分離について検討を行い，官能基間距離
固定化法では，有機溶媒に不溶な鋳型分子と
同じくイオン性の機能性モノマーを用いて，
イオン結合型錯体を合成し，架橋高分子表面
で反応させることにより特定の官能基を距
離選択的に固定化することが可能であるこ
とを明らかにした。 
 
(2) 官能基間距離固定化法を基礎として，数
種の環境関連モデル化合物についてそれぞ
れ適切な鋳型分子を選択して分子インプリ
ントポリマー (MIP) を合成し，得られたMIP
を cHPLC の固定相として利用するための基
礎的検討を行った。 
 
(3) ナノ炭素材料を用いる特異的分離場の創
製について，C60-フラーレン (C60) 修飾シリ
カモノリスを基盤として，特異的保持能を発
現する cHPLC 用固定相のさらなる進展を図
り，多環式芳香族炭化水素 (PAH) の分離に
対して従来にない新たな分離特性を発現さ
せることに成功した。 
 
(4) C60に加え，C70-フラーレン (C70) を新た
に用いてC60と同様にシリカモノリスへの修
飾を行い，分離特性の違いについて検討した。
その結果，対象 PAH によっては C60 と C70
との間に大きな分離特性の違いがあること
が明らかとなった。 
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